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連結子会社（株式会社ブランジスタ）の上場承認に関するお知らせ 

 

 

本日、株式会社東京証券取引所より、当社の連結子会社である株式会社ブランジスタ（以下、「ブラ

ンジスタ」とする。）の東京証券取引所マザーズへの新規上場が承認されましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

1. 上場の背景と目的 

 

私たち、株式会社ネクシィーズは、「優れた価値をより良く社会に広め、人と企業が生み出す創造的

な価値の向上をどこまでも追求すること。」を経営理念に掲げ、強みである企画力と営業力を活かし、

携帯電話や衛星放送、インターネットなど、それまで日本になかった、人々の生活がワクワクするよう

な「新しい価値」を持つ商品を次々と普及させてまいりました。 

 

事業の拡大に伴い、平成 14 年３月に大阪証券取引所ナスダック・ジャパン市場に上場、その約２年

後には東京証券取引所市場第一部に上場いたしました。 

こうした成長過程で、当社は事業持株会社となり、ライフアメニティ事業、ソリューションサービス

事業、文化教育事業の３事業を展開しており、ブランジスタは中でもソリューションサービス事業に位

置付けられております。 

 

ブランジスタは、まだタブレットやスマートフォンが登場していない平成 19 年に、無料で読める電

子雑誌「旅色（たびいろ）」を創刊いたしました。 

その後、平成 23 年４月のグループ会社との合併を経て、約 400 年間続いてきた「紙」「印刷」「流通」

という出版ビジネスの壁を乗り越えた初の電子雑誌出版社として現在 11 誌を発刊するまで拡大してま

いりました。 

 

 

 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 ネ ク シ ィ ー ズ

本 店 所 在 地 東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 2 0 番 4 号
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ブランジスタの電子雑誌は、楽天株式会社とのタイアップによる「旅色Ｓｅａｓｏｎａｌ Ｓｔｙｌ

ｅ」や、男性向けライフスタイルマガジン「ＧＯＯＤＡ（グーダ）」、ＳＢＩグループからの受託による

金融ウェブマガジン「美人財布（ビジンザイフ）」、トータル ビューティー マガジン「ＭＡＬＥＮＡ（マ

レーナ）」、平成 27 年４月には、楽天市場×幻冬舎の業界初となるＥＣ連動型・無料スマホファッショ

ン誌「ＧＩＮＧＥＲ ｍｉｒｒｏｒ」、ＨＯＭＥ’Ｓを運営する株式会社ネクストと、不動産業界初とな

る住宅・インテリア電子雑誌「マドリーム」を新たに創刊するなど、あらゆるジャンルに広がっており

ます。 

映画やドラマで人気の 100 名以上の女優・俳優が表紙に登場し、読みながら動画の視聴や、魅力的な

商品の直接購入も同時に楽しめる複合サービスが読者に新しい刺激を提案しております。 

 

このように、ブランジスタの電子雑誌は、最新のＩＴ技術やクリエイティブな表現力を駆使した新し

い電子雑誌メディアとして、地方自治体との観光コラボレーション企画など、2020 年に向けて日本に対

する世界からの注目が高まるなか、日本の魅力を海外に伝える強力な“インバウンド”プロモーション

メディアとしても、世界規模のインターネットメディアとなり得るポテンシャルを秘めております。 

 

今後、更なる業容拡大を加速させるためには、ブランジスタの電子雑誌の一般消費者（読者）への認

知度の向上が必須であると考えております。 

しかし、ブランジスタは現在、可能な限り電子雑誌の告知を行っておりますが、当社グループ事業が

多岐に渡っているため、グループの一子会社として埋没してしまっているきらいがある事はいなめませ

ん。 

 

これらを踏まえ、当社及びブランジスタは、ブランジスタが東京証券取引所に上場することが一般消

費者（読者）への認知度向上による広告獲得等の収益機会の拡大、更なる信用力の強化、資金調達手段

の多様化、Ｍ＆Ａや事業提携の実施、優秀な人材の獲得などにつながり、当社グループの企業価値の向

上、ひいては当社株主価値の向上に最適であるとの結論に至りました。 

 

なお、ライフアメニティ事業を行う株式会社Ｎｅｘｙｚ．ＢＢは、当社の事業の中核を担っておりま

すが、平成 24 年 11 月よりＬＥＤ照明レンタルサービスの利用者獲得業務を開始し、当連結事業年度に

経営資源を集中させた結果、現在当社グループの成長ドライバーとして拡大を続けております。 

対して、現在のブランジスタの電子雑誌事業は前述のとおり平成 19 年に始まったものであり、平成

14 年に当社が株式上場した後に拡大しており、当社上場時と重複した企業価値を再度上場するものでは

ございません。 

 

今後も当社グループは、ライフアメニティ事業、ソリューションサービス事業、文化教育事業の各事

業の経営資源を最適配分・有効活用しながら、時代に先駆けて「新しい価値」を持つ商品を普及させる

ことを目指しながら拡大を続けてまいる所存です。 



なお、ブランジスタ上場後においては、将来のブランジスタの資本政策や成長の過程において、ブラ

ンジスタが当社連結対象から外れることもありえますが、当面の間、当社が安定株主として過半数の株

式を保有していくことが、ネクシィーズ株主及び他のブランジスタ株主にとっての株主利益に資すると

考え、当社連結グループ会社として、資本関係を維持していく予定です。 

また、今後も、当社は当社株主価値の向上を最重点事項としてグループ戦略をたててゆく所存であり、

このような観点に照らし、現時点でブランジスタ以外の子会社を上場させる予定はありません。 

 

２． 連結子会社の概要 

（１）名称 株式会社ブランジスタ 

（２）所在地 東京都渋谷区桜丘町 20 番４号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岩本 恵了 

（４）事業内容 インターネットを主とした企業プロモーション支援事業 

（５）資本金 100 百万円（平成 27 年８月 14 日現在） 

（６）設立年月日 平成 12 年 11 月 30 日 

（７）大株主及び持株比率 株式会社ネクシィーズ 65.95％（平成 27 年８月 14 日現在） 

  

３． 上場に伴う株式売出し及び募集株式発行に関する概要 

（１）公募による募集株式の発行          1,200,000 株 

（２）引受人の買取引受による株式の売出し      1,200,000 株 

（３）オーバーアロットメントによる株式の売出し   360,000 株（上限） 

  

４． 公募・売出し前後の所有株式数及び所有割合 

公募・売出し前の所有株式数  8,257,100株（所有割合 65.95％ 発行済株式数 12,520,000株） 

公募・売出し後の所有株式数  7,057,100株（所有割合 51.44％ 発行済株式数 13,720,000株） 

  

５． 今後の見通し 

本件募集株式発行及び株式売出しに伴い持分変動損益、株式売却損益の発生が見込まれます。公

募及び売出し価格が確定した段階で速やかにお知らせいたします。また、平成 27 年９月期の連結

業績予想数値の修正が必要な場合は併せて速やかにお知らせいたします。 

  

以上 

  

※ご注意：この文書は、当社子会社の東京証券取引所上場およびそれに伴う当社所有株式の売却に関して一般に公表する

ことのみを目的とする記者発表文であり、日本国内外を問わず投資勧誘などを目的として作成されたものではありません。

投資を行う際は、必ず株式会社ブランジスタが作成する「新株式発行並びに株式売出届出目論見書（並びに訂正事項分）」

をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。    


